






















































































































































































































































































































































































































































































































































かれたところで咲きなさい。”Bloom where God has planted you.”』、そこに始
まって、咲くということは、決して仕方がないとあきらめることではありませ
ん。咲くということは、あなたが幸せに生きて、周りの人を幸せにして、そし
て神様があなたをここにお植えになったのは間違いでなかったということをみ
－181－
んなに知らせると。私にぴったりの言葉でございました。
　私はなぜ岡山に行かなければいけないのか。私はなぜまだ岡山に来たばかり
なのに、翌年、２代目の学長さんがお亡くなりになったからということで、３
代目として初めて日本人なのに、それも修道院に入ってまだ６年しか経ってい
ない、その私がしなければいけないのかと。不平は、出そうと思えばいくらで
も出る。でも、それを出したところでどうなるわけでもない。
　だから、仕方がないとあきらめるのではなくて、ここが私の居場所なのだと。
私が自分で選んだ場所ではないのです。修道院というところは自分で選べませ
んから、選んだ場所ではなく、置かれた場所なのです。そして、そこで自分が
笑顔になる、周りの人も明るくする。そうすることによって、神様があなたを
ここにお植えになった、種をここにお落としになった、それは間違いではなかっ
たということを示す。それが大事なのです。それが「咲く」ということなのです。
　どうしても咲けない。日照りが続いてお水がなくて、またはお水が多すぎて、
または何かいろいろなことがあって咲けないときは、根を下へ下へ下ろして張
りなさい。しっかりと張って、今度外へ出てきたときに、前よりもきれいに咲
かせることができる。それがその詩に書いてありました。そして、そのとき私
は自分のことでいっぱいだったので、これは私に戒めをいただいたのだなとあ
まり思わなかったのですけれども、最近になって、ああ、本当にそうなのだと。
　私たちは、一人ひとり思いがけない病気でベッドに置かれる。または、お勤
めをして、思いがけない部署に飛ばされる、または行かされる。そういうとき
に、ここが私の居場所だと思うことができるか。
　うちに毎年600人ほど、ありがたいことに、女子大ですので、女子ばかり600
人も入ってくれます。入学式の日に、入ってくる学生たちを見ておりますと、
中に何人かですけれども、下を向いて入ってくる。ああ、この人たちは不本意
入学なのだなと思いました。
　そして、学長が挨拶しますし、私も短い挨拶をします。そのときに私ははっ
きり言うのです。「あなた方の中には不本意で、本当は国立や県立、そういう
ところに行きたかったのかもしれない。もしかしたら名古屋とか京都とか大阪
とか東京とか、そういうところに行きたかったかもしれない。岡山を出て、そ
ういうところで勉強をしたかったかもしれない。でも、親が岡山なら許してや
ると」。遠いところだとお金もかかるし、うちはこれだけだからできないとい
うことで、ある意味で不本意で入ってくるのです。
　私は、はっきり言います。「私も不本意で」本当ですよ。それにしては、ど
うしてこんな笑顔ができるのだろう。やはり年ですね。亀の甲より年の劫。「私
も挫折を味わっているのよ。不本意で、あるところを落ちて、そして決まった
ところへ入った」と。そして、それが縁で上智大学に勤めることができて、英
語を習うことができて、話すこともできて、書くこともできて、ある意味で読
むこともできる。
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　「あれがもし挫折をしていなかったら、つまり不本意な目に遭っていなかっ
たら、今日の私はなかった。確かにほかへ入っていたら、ほかの私になってい
たかもしれない。でも、本当に入りたいと思っていた大学に入って、幸せになっ
たかどうかは分からない。でも、私はこの詩のとおりに、置かれたところで、
幸せに咲くつもり」。
　「あなた方も、どうしてもいやになったら出ていってもいいですよ、自由で
すよ。でもね、そこへ行ったから本当に幸せになれるか」。
　私は、教育というものは、例えば不本意で入った人が４年経って出ていく。
そして、ここに来てよかったと言ってくれたら、それで私の教育は満足だと。
入りたくなかったけれども、入ってみたらここでいいお友達ができて、いい先
生がいらして、そしてこういうこともできるようになってと、それが教育だと
思います。
　つまり、一人の人が変わるのです。そして変わるためには、一人ひとりが変
わらないといけない。そのためにはエネルギーがいります。つらいときもあり
ます。マザー・テレサがおっしゃっていました、「私は痛む愛が欲しい」と。
　東日本に行って、ボランティアをして帰ってきます。噴火したところへ行っ
てボランティアをする。いいことですよ、たいしたことです。でも、私はそれ
ができません。年齢からいっても、体の具合からいっても。そして、私はその
代わりに、あるものに書きましたけれども、神様のポケット。神様がポケット
を持っていらっしゃるか分からないのですけれども、神様のポケットに私がし
た挨拶が、時たま学生から返ってこないときがあるんです。耳栓をしている。
イヤホンですか。悪気はないのです。でも、私もその日はちょっと機嫌が悪かっ
たので、引き止めまして、「おはようございます」と言ったのです。そうした
ら学生はびっくりして、イヤホンを取って、「おはようございます」と言って
くれましたけれども、中には本当に悪気がなくて行ってしまう人もいれば、面
倒くさいと思って行ってしまう人もいる。そのときに私は、腹を立てないよう
にしています。
　それは、神様のポケットの中に、私の「おはようございます」を入れるので
す。今、東日本では、仮設住宅で寂しく暮らしていらっしゃるお年をめした方、
または一人きりの方、その方に神様、誰かを送ってください。そして、元気に
しているかいと声をかけさせてください。私は「おはようございます」と返し
てもらえなかった。でも、いいのです。結局さっきのマイナスとマイナスでダ
ブルになるというのと同じことであって、私は神様、あなたのポケットの中に
入れましたから、それをあなたが一番よくご存じの、今必要としている人に返
してください。私はいりません。そうすることによって、私は世の中が明るく
なると思います。
　平和、平和は大事です。私のように、戦争をずっと通り越して今でもジャガ
イモはいただくのですけど、サツマイモはいただかない。シスターたちが、「こ
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んなにおいしいおイモなのに」。
　「シスターはどうしてこんなにおいしいサツマイモを召し上がらないの」と。
「私は戦争中に、ご飯の代わりにサツマイモしかいただけなかった時期が結構
あったのよ。だから、私はサツマイモをいただかない」、どうしてもいただか
ないといけないときはいただきますよ。そんな話をするのですけれども。
　結局、神様のポケットの中にお入れすると、一番いいときに使ってくださる
のです。私たちの人生というのは、置かれたところで咲かないといけない。こ
れは一人のプロテスタントの牧師様が私にくださった詩なのですけれども、「天
の父様、どんな不幸を吸っても、吐く息は感謝でありますように。すべては恵
みの呼吸ですから」。
　不幸の息を吸ったときと、感謝にして吐き出せるとき、間には時間が流れる
と思います。その間は苦しいと思います。どうしてこんな不幸が私を襲うのか
と。
　ところが、いつか私の父が死んで、10年位経ってから母が「和ちゃん、感謝
しなさいよ。お父様はあのときに、痛い思いをしてお亡くなりになった。でも、
そのおかげで今日の私たちがあるのよ」と。そうなのです。神様は決して人の
力に余る試練をお与えになりません。これだけは私は、自分の経験から申し上
げます。きれいごとではないのです。
　時たま本当に、神様、どうして私がこれだけ一生懸命あなたのために働いて
いるのに、うつ病にならなければいけないのですかと。私は50歳で、２年間う
つ病で苦しみました。ようやく治って今日に至っていますけれども、学生たち
に、シスターもなったのよと言うと、学生が「ええっ、シスターでもなるので
すか」と聞きます。うつ病と信仰は別です。でも、必ず治るから。お医者様の
おっしゃるとおりにしてごらんなさいと。それが私には言えるのです。
　つまり、人間というのは、神様からいろいろな賜物をいただいて、近ごろの
ことでしたら、なぜペットは死んでもいいのか、人間を殺してはいけないのか。
こんな屁理屈をうちの学生も申します。答えるのはなかなか難しいですけど。
　とにかく人間には、廃棄することができない魂がある。それが生まれたとき
から、どれだけ働いているか分からない。人によっては知能的に、人によって
は身体的にハンディを持っていらっしゃるかもしれない。でも、人と他の動物
との違い、それは神の似姿として作られた人間。
　それを私たちは、生まれたときがどうであれ、近ごろのように出生前診断と
いうものができるようになる。学生たちは非常に迷っています。その学生たち
と一緒に過ごす。そういう、ある意味で機械的であり、ある意味で昔は考えら
れなかった。それだけ理科学が発達しているのだと思います。
　けれども、していけないこととしていいことがある。それをお母様、お父様、
先生方がしっかりお教えにならないといけません。私は学生たちから嫌われて、
どんなに意地悪ばあさんと言われても、教えます。「あなたたち、先生を先に
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お通しして、その後から入りなさい。先生を先にお出しして、その後から出て
いきなさい」。
　信仰は持つだけのものではなく、信仰は生きるものだということを、私の母
が「それでもあなたはクリスチャン」と言って教えてくれた。私は洗礼だけは
受けて家に帰りました。しかし、信仰を生きていなかったのです。母に対して
も他の人に対しても、生きていなかったのです。
　そういうことを自分が変わることによって、人様が変わってくださるのを待
つのではなくて、自分が発想を転換して、私が悪い、どこか私が変わらなけれ
ばいけない、人様もお変わりになったらいい。でも、まず私が変わらなければ
いけない。その発想の転換を、神の似姿として作られた人間は持っています。
環境の奴隷ではなく、環境の主人になる。それは、人間にだけ許されるものな
のです。
　発想の転換というところで、皆様方もそれぞれご自分なりにお考えいただい
たらいいと思います。今まで人を悪者にしていたけれども、私自身はどうなの
か。今までこういうことはつまらないと思っていたけれども、つまらなくして
いたのは自分ではないか。今まで人のせいにしていたけれども、本当は私が変
わるべきだと。発想の転換、これが人間にはできるのです。それをしなかった
ら、生きている甲斐がない。意味を見つけられないのです。
　ちょうどフランクルが言いましたように、人間は意味で生きる、そう言って
ロゴセラピーというものを編み出した。いろいろなセラピーが、アドラーとか、
ほかの人で作られておりますけれども、あの人だけがロゴセラピー、人間は意
味で生きる。どれほどお金を貯めていても、それを使おうと思った子どもが、
交通事故で死んだらどうなりますか。お金はむなしいものになります。人間を
生かすのは、意味なのです。ロゴスなのです。それを私たちは忘れてはいけな
いと思います。
　最後に、私は、今日は私の一番若い日だと思って生きようと思います。実は、
今朝、私は５時起きなのですけれども、５時になって、ああ、今日は起きたく
ないと。何だか怖いらしいところへ、名古屋まで行かなければいけないと。本
当にそうですよ。行ったことないようなね。昔、会議できたことはありますけ
れども。これは私が決めることなのだと。そう思って起きて、笑顔で顔を洗っ
て、お御堂に行ってお祈りをして、そして御ミサにあずかって、それからこち
らへ出てまいりましたけれども。
　私たちはもうちょっと自分の生活の中に、さっきの『“の”の字の哲学』では
ないですけれども、自分自身が中心ではなくて、相手様の気持ちに添う。そう
いう人間になることがとても大事だと思います。
　そのためには、心の中の戦い、小さなとげ、それを自分で、イエス様は十字
架の上でたくさん刺されて、血みどろになってお亡くなりになりましたけれど
も、私たちもある意味で、血みどろで生きなければいけない。母の受け売りで
－185－
すけれども、何もかもうまくいくと思ったら大間違いで、私たちはつらいこと
に耐えることができます。つらいことを笑顔で受け止めることができます。
　今日は私にとって、北海道の零下24度の日に生まれてから一番年を取った日
です。昨日のほうが若かった。明日、また１日年を取る。ということは、今日
は私にとって一番若い日。皆様方もそうですよ。人ごとではない。その一番若
い日を、お互いにダイオキシンを出さないでいきましょう。
　ダイオキシンは測れます。排気ガス、またはごみの捨て方が悪かったとか、
いろいろなことで測れます。私たちの口から出る言葉は、「疲れた」と言って帰っ
てきた人に、「私だって疲れているのですよ」。「暑い」夏は当たり前でしょう。
ある意味でダイオキシンですよ。空気が悪くなります。
　子どもに対してもそうです。親の口から相手を否定するようなダイオキシン
を出していないか。それよりも「よくやったね。お父さんもお母さんも褒めて
あげるよ。あんたがどれほど学校ではできなくても、お父さんとお母さんにとっ
ては宝なんだからね」。そういう、ダイオキシンを出すどころか、ダイオキシ
ンを消すような、明るい人で私は今日１日を過ごしたいと思います。
　今日は、正直なことを言ってしまいますと、決して南山に喜び勇んで来たわ
けではないのです。ごめんなさい、つい本当のことを言って。うそを言うより
いいですよね。
　そして、お互いに神様は力に余る試練は決してお与えにならない。試練は必
ずそれを乗り越える力になる。そのことを信じて、今日のお話を終わっていき
たいと思います。
　お聞き苦しいところがあったと思いますが、お許しくださいますように。
　ご清聴くださって、本当にありがとうございました。
司会（グラバア）：
　シスター渡辺、本当にありがとうございました。
　それでは、これをもちまして公開講演会を終わりたいと思いますけれども、
こういう豊かな時間をともに作り出してくださいました参加者の皆さんにも、
心からお礼を申し上げたいと思います。今日はご参加いただきまして、本当に
ありがとうございました。
－186－
